
45 狛江の「追分」 
  －右 渡し場道 左 江戸青山 

狛江のまち―魅力百選 

【推薦コメント】 
 伊豆美神社を背に東へ100メートルほど行くと
道が左右に分かれる「追分」がある。仁王像を刻
んだような小ぶりの石塔があり、その脇に石とス
チールを組み合わせたモダンな標識がある。曰く
「西府中道」「右 地蔵尊、渡し場道 左 江戸
青山、六郷道」。石塔には横に文政十参年○月、
正面下部に、西府中道や和泉村などの文字が見え
る。 
 はるか昔から人々の往来を無言で見つめてきた
道。あたりの景観は変わっても道には何か語りか
けるものがある。ここで足を止めまた先を急いだ
旅人もあったろう。通るたびに古（いにしえ）の
人々の営みに思いを馳せる狛江の小さな「いいと
ころ」である。ちなみに背後の建物は「都環境局 
一般環境大気測定局」とある。 
 

【講評】 
 像を刻んだ石塔、石を貫通させた標識による「追
分」。ドリルのようなもので貫通させた石の切削面
の仕上がりや錆びに強いステンレスを標識の材料に
用いた心配りは、現代技術の一部や心使いをあらわ
しています。石塔と標識の組み合わせは道標の過去
と現在、時の流れを感じさせます。道標が人々の往
来を昔から見つめてきた道を今後とも見つめていく
ことを願うとともに、狛江の「追分」を「いいとこ
ろ」として評価します。 
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